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2016 年度  

原著論文―英文  
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Sugiyama M, Aoki Y, Imamura M, Murata K, Masaki N, Kawaguchi T,  

Torimura T, Hyogo H, Aikata H, Ito K, Sumida Y, Kanazawa A,  

Watada H, Okamoto K, Honda K, Kon K, Kanto T, Mizokami M,  

Watanabe S.  The impact of PNPLA3 and JAZF1 on hepatocellular  

carcinoma in non-viral hepatitis patients with type 2 diabetes  

mellitus.  J Gastroenterol. 2016;51(4):370-9. 

2)  Yanai H, Hirowatari Y, Ito K, Kurosawa H, Tada N, Yoshida H.   
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Med Res. 2016;8(5):424-6. 
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学会発表（国内学会・研究会）  

1)  柳内秀勝．座長．特別講演．第 2 回市川脂肪酸研究会．市川市．  

2)  吉川玲欧，森山純江，増井良則，金子礼志，栁内秀勝． Crowned dens 

syndrome における歯突起周囲石灰化形成時期に関する当施設におけ

る後向き調査．第 113 回日本内科学会総会・講演会． 2016 年 4 月 15

～ 17 日．東京．  

3)  川口明子，酒匂赤人，張替忠直，増井良則，近藤忠之，栁内秀勝．当

院の尿路感染症患者における菌血症の危険因子とその転帰．第 113 回

日本内科学会総会・講演会． 2016 年 4 月 15～ 17 日．東京．  

4)  栁内秀勝，廣渡祐史． 2 型糖尿病患者における BMI，内臓脂肪面積と

代謝性パラメーターとの関連．第 113 回日本内科学会総会・講演会．

2016 年 4 月 15～ 17 日．東京．  

5)  勝山修行，濱崎秀崇，足立洋希，森山純江，川口明子，三島修一，栁

内秀勝． DPP-4 阻害薬シタグリプチン 6 か月投与の血糖・脂質・血
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圧・体重・腎機能に対する影響の検討．第 113 回日本内科学会総会・

講演会． 2016 年 4 月 15～ 17 日．東京．  

6)  栁内秀勝．座長．柏地区 N 型カルシウムチェネル研究会． 2016 年 4

月 19 日．柏市．  

7)  酒匂赤人．低血糖による入院患者の臨床疫学．第 17 回市川糖尿病研

究会． 2016 年 4 月 26 日．市川市．  

8)  川島悠，濵﨑秀崇，森山純江，足立洋希，勝山修行，三島修一，栁内

秀勝 .2 型糖尿病患者における血中亜鉛・銅濃度と動脈硬化および体

組成との関連．第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会． 2016 年 5 月 19

～ 21 日．京都．  

9)  藁谷陽子，酒匂赤人，近藤忠之，竹内悠，栁内秀勝． 2 型糖尿病患者

における無症候性膿尿のリスクファクター．第 59 回日本糖尿病学会

年次学術集会． 2016 年 5 月 19～ 21 日．京都．  

10) 本田律子，高橋義彦，山下滋雄，梶尾裕，栁内秀勝，三島修一，吉田  

洋子，河津捷二，岩本安彦，森保道，野田光彦．糖尿病患者のデータ  

収集と分析（第 4 報）．第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会． 2016

年 5 月 19～ 21 日．京都．  

11) 喜多岡亮太，酒匂赤人，鈴木弘仁，栁内秀勝．糖尿病の腰椎骨密度低

下への影響についての後ろ向き研究．第 59 回日本糖尿病学会年次学

術集会． 2016 年 5 月 19～ 21 日．京都．  

12) 川口明子，酒匂赤人，張替忠直，増井良則，栁内秀勝．糖尿病合併尿

路感染症患者における起炎菌と薬剤耐性率．第 59 回日本糖尿病学会

年次学術集会． 2016 年 5 月 19～ 21 日．京都．  

13) 増井良則，酒匂赤人，張替忠直，櫻井亜樹，佐藤輝彦，栁内秀勝．当

院の肺炎入院患者における糖尿病合併患者に臨床的特徴．第 59 回日

本糖尿病学会年次学術集会． 2016 年 5 月 19～ 21 日．京都．  

14) 足立洋希，森山純江，吉川玲欧，濵﨑秀崇，勝山修行，栁内秀勝． 2

型糖尿病患者におけるピオグリタゾン投与前後での BNP や各種パラメ

ーターの比較  後ろ向きカルテ調査．第 59 回日本糖尿病学会年次学

術集会． 2016 年 5 月 19～ 21 日．京都．  
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15) 勝山修行，濵﨑秀崇，足立洋希，森山純江，酒匂赤人，三島修一，栁

内秀勝 .2 型糖尿病患者における SGLT-2 阻害薬の効果  38 例における

後ろ向き調査．第 59 回日本糖尿病学会年次学術集会． 2016 年 5 月 19

～ 21 日．京都．  

16) 栁内秀勝．座長．一般講演．糖尿病性腎症研究会  in ICHIKAWA． 2016

年 5 月 30 日．市川．  

17) 濵﨑秀崇． Non-exercise activity thermogenesis (NEAT)と糖尿病性

細小血管障害との関連について．糖尿病性腎症研究会  in ICHIKAWA．

2016 年 5 月 30 日．市川．  

18) 勝山修行．社会的背景を考慮した 2 型糖尿病治療．松戸・糖尿病連携  

セミナー． 2016 年 6 月 10 日．松戸．  

19) 栁内秀勝．当院における糖尿病診療の考え方と病診連携．松戸・糖尿  

病連携セミナー． 2016 年 6 月 10 日．松戸．  

20) 栁内秀勝．当院の糖尿病治療について～生活療法から薬物療法まで～．  

  Diabetes Symposium in ICHIKAWA 2016～明日から診療に役立つ糖尿  

病治療～． 2016 年 6 月 28 日．市川．  

21) 栁内秀勝．座長．講演１「家族性高コレステロール血症診断の重要  

性」． Hypelipidemia Forum～新しい脂質治療の幕開け～． 2016 年 6 

月 29 日．  

 

 

 

 

 

 

 


